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宇井忠英：現場で熱を感じ探る 火山の仕組み 
ベレ出版，2023年 9月，304ページ，A5判， 
定価 2,200円（税別）， ISBN 978-4-86064-736-0

2023年 9月にベレ出版より『現場で熱を感じ
探る 火山の仕組み』が出版された。著者は北海
道大学名誉教授で NPO法人環境防災総合政策研
究機構理事の宇井忠英氏である。本書は，著者が
国内のみならず海外にも出かけて火山噴火現象を
野外の現場でどう読み解いたかを紹介した，火山
の基礎知識と全体像が学べる入門書である。
多くの人たちが抱く火山感は「火山に出かけれ
ば美しい自然景観を満喫できるが，噴火は怖い」
というものであろう。火山の地形や周辺に残って
いる火山噴出物には，火山が今の姿になるまでに
どういった噴火をしてきたのか，将来何が起こり
そうかという情報が隠されている。そのことを多
くの人たちに知ってほしいと考えたことが本書執
筆のきっかけらしい。日本と世界各地の火山を調
査してきた著者がフィルムカメラで撮りためた 6
万コマに及ぶカラースライドをデジタル化したの
をきっかけに，火山噴火と噴出物，関連する災害
について，画像を用いて解説を試みていることが
本書の特徴である。
本書は，第 1章「流れる溶岩」，第 2章「降り

注ぐ噴出物」，第 3章「マグマの通り道」，第 4章 
「割れ目は語る」，第 5章「火砕流とその仲間た
ち」，第 6章「火山が崩れる」，第 7章「マグマと 
水のせめぎあい」，第 8章「火山がもたらす災害
と防災対策」，第 9章「火山の基礎知識」という
章立てで構成されている。第 1章から第 7章ま
では，火山噴火に関わる現象ごとに豊富な画像と
ともに解説されており，第 8章は火山と付き合う 
ためには避けられない災害の状況と防災対策の現
状が述べられている。そして最後の第 9章はそれ 
以前の章ではあえて避けられていた，マグマや岩
石といった火山の基礎知識がまとめられている。
各章の最後には 2 ～ 3ページのコラムがあり，
私たちが火山を観察する際に有用な情報が書かれ
ている。
宇井氏は山体崩壊・岩屑なだれ現象に関する先

駆的な研究者の一人である。そのためか，本書の
中でもっとも読み応えがあるのは第 6章「火山が 
崩れる」であろう。1888年の磐梯山や 1956年の
ベズミアニ火山などでの噴火現象に始まり，1980 
年の米国セントへレンズ火山噴火によって広く認
知されるようになるまでの山体崩壊と岩屑なだれ
現象に関する研究史が紹介されている。そして，
セントへレンズ火山噴火での観測調査体制に続
き，山体崩壊に伴って生じる地形や岩屑なだれ堆
積物と判定できる地層の特徴，さらに地形や露頭
の観察から読み取れる岩屑なだれの挙動が詳しく
解説されている。多くの成層火山や溶岩ドームで
は，低頻度ながら普遍的に岩屑なだれが発生して
いることは興味深い。
また，第 5章「火砕流とその仲間たち」では，
雲仙火山での噴火事例などを取り上げ，火砕流が
つくった地形や堆積物を調べて，火砕流という噴
火現象を研究者たちがどう解き明かしてきたかが
紹介されている。今では多くの火山研究者や考古
学者が知る九州南部の幸屋火砕流堆積物を 1960
年代に発見し，1990年代には雲仙火山噴火の調
査観測にも積極的に取り組んだ宇井氏だからこ
そ，書ける内容だと感じた。
その他，第 4章「割れ目は語る」は普及書では 
珍しい内容であると思われる。溶岩などの火山噴
出物は高温状態から冷却される過程で柱状節理な
どの割れ目が生じるが，急に外力が加わった際な
どにもできる割れ目が存在する。そうした多様な
割れ目を観察することによって何がわかるのかと
いうマニアックな話題がわかりやすく語られてい 
る。
火山の地形や噴火を写真で紹介した書籍はこれ
までも多く存在する。また，溶岩や火砕流堆積物
などの火山噴出物をカラー写真やイラストで解説
した書籍もいくつかあるが，それらは非常に高価
格であった。一方で，本書は現地で撮影された写
真や地図・グーグルアースなどの画像の大部分が
カラーで掲載されていながら，2,000円台という
低価格を実現していること，さらに現地にも持っ
て行けるサイズであることが非常にうれしい。私
は火山地質学に関する講義を大学で行っている
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が，その教科書としても最善の一冊ではないかと
思うし，研究室に入ってきて，これから火山の研
究を始めるという学生にも読ませたい内容である。
本書は火山や噴火のことを学びたい一般市民を
対象とした書籍であるが，将来地学系や土木系，
さらに防災の分野の職業を選択しようとしている

若い世代の方々にもぜひともお勧めしたい。きっ
と火山の地形や噴出物を見て，それらがどのよう
にしてできたのかを考えたくなるはずである。な
お，電子書籍版も出版されている。

（宮縁育夫）


